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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

４
月
17
日
に
第
６
回
幹
事
会
を

開
催
し
、
①
秋
の
親
睦
旅
行
実
施

案
（
概
要
）、
②
メ
ー
デ
ー
の
取
組

み
、
③
東
京
清
掃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
の
取
組
み
、
④
第
６
回
定
期
総

会
議
案
、
⑤
再
建
５
周
年
記
念
事

業
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

● 
秋
の
親
睦
旅
行

　

今
年
の
秋
の
親
睦
旅
行
は
南
三

陸
の
復
興
の
応
援
を
兼
ね
て
行
う

こ
と
と
し
、
別
記
の
案
を
確
認
し

ま
し
た
。
是
非
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

メ
ー
デ
ー
の
取
組
み

　

今
年
も
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
中
心

に
取
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
行

動
の
様
子
は
４
面
に
載
せ
ま
し
た
。

● 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

東
京
清
掃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に

今
年
も
退
職
者
会
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
す
。
参
加
メ
ン
バ
ー
は
昨
年

と
同
じ
で
す
。

● 

定
期
総
会
議
案

　

活
動
方
針
、
予
算
、
旅
費
支
給

基
準
改
正
、
役
員
選
出
要
綱
の
４

議
案
を
審
議
し
、
補
強
意
見
を
受

け
て
修
正
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

議
案
は
少
々
長
文
で
す
の
で
会
員

の
み
な
さ
ん
に
は
別
途
送
り
ま
す
。

● 

再
建
５
周
年
記
念

　

今
年
の
総
会
は
再
建
５
周
年
の

節
目
に
な
り
ま
す
。
記
念
事
業
用

の
予
算
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
例

年
行
っ
て
い
る
総
会
後
の
懇
親
会

を
記
念
懇
親
会
と
称
し
て
行
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
発
行
し
て

き
た
退
職
者
会
機
関
紙
の
総
集
編

を
作
成
し
ま
す
。

 第６回定期総会 
〈日　時〉　５月 24 日（金）

午前 10 時受付
〈場　所〉　ＳＫホール（清掃会館地下）

 ５周年記念懇親会 
〈日　時〉　５月 24 日（金）

12 時 30 分
〈場　所〉　ＳＫホール
※参加連絡がまだの方は至急お願いし

ます。不参加の方は委任状（返信用
はがきに記載）を出してください。

秋の親睦旅行は
11 月５日〜７日

　今年の秋の親睦旅行は、11 月５日
から７日の２泊３日、南三陸復興の応
援を兼ねて行います。津波の被害を受
けながら被災者や支援者の基地として
復興のシンボルになった南三陸温泉

「ホテル観洋」に泊まり、名取市閖上（ゆ
りあげ）地区の被災地を視察します。
そして、気仙沼・大船渡に足をのばし、
松島も巡る予定です。
　詳しいコースや会費が確定し次第お
知らせし、８月か９月に参加を募集し
ます。カレンダーの 11 月５日から７
日の３日間に「秋の親睦旅行」の日程
を入れておいてください。

第６回
幹事会

秋
の
親
睦
旅
行
の
日
程
と

旅
行
先
、
メ
ー
デ
ー
の
取

組
み
、
定
期
総
会
議
案
、

５
周
年
事
業
な
ど
を
決
定

咲き始めた春バラ
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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
年
金
が
目
減
り
！

自
治
労
年
金
集
会
に
参
加
し
て

吉田参議院議員
（社民党）

　

４
月
12
日
、
日
本
教
育
会
館
で

自
治
労
年
金
集
会
が
開
か
れ
、
北

條
会
長
と
柳
（
副
会
長
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

年
金
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
自
治
労
の
基
調
提
起
や

神
奈
川
大
学
江
口
氏
の
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
の
講
演
を
聞
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
共
済
年
金
は
、
昨
年

成
立
し
た
被
用
者
年
金
一
元
化
に

よ
り
平
成
27
年
10
月
に
厚
生
年
金

と
統
合
さ
れ
ま
す
。
給
付
は
１
階

（
基
礎
年
金
）・
２
階
（
報
酬
比
例

年
金
）
と
も
厚
生
年
金
と
同
じ
に

な
り
、
保
険
料
も
平
成
30
年
に
は

同
率
（
18.3
％
）
に
、
制
度
的
な
差

異
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
廃
止
さ
れ
る
共
済

年
金
の
３
階
部
分
は
、新
た
に
「
年

金
払
い
退
職
給
付
」
と
し
て
法
整

備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
に
よ
り
、
①
最
低
保
障
機
能
の

強
化
（
低
所
得
者
へ
の
加
算
、
受

給
資
格
期
間
の
短
縮
等
）、
②
基
礎

年
金
国
庫
負
担
の
恒
久
化
、
③
短

時
間
労
働
者
に
対
す
る
厚
生
年
金

の
適
用
拡
大
な
ど
が
原
案
を
一
部

修
正
し
て
成
立
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
自
公
政
権
復
帰
に
よ
り
、
社

会
保
障
・
税
一
体
改
革
の
他
の
課

題
の
論
議
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

政
権
交
代
後
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

が
連
日
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
し
て
い

ま
す
が
、
年
金
生
活
者
に
は
歓
迎

で
き
ま
せ
ん
。
本
紙
３
月
号
で
お

知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、「
特
例
水
準
」

解
消
の
た
め
、
年
金
受
給
額
は
今

年
10
月
か
ら
１
％
、
来
年
４
月
か

ら
１
％
、
再
来
年
４
月
か
ら
0.5
％

削
減
さ
れ
ま
す
。
そ
の
上
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
物
価
が
上
が
っ

て
も
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」

が
発
動
さ
れ
て
、
年
金
受
給
額
の

増
加
率
は
物
価
上
昇
率
を
0.9
％
下

回
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

仮
に
物
価
が
２
％
上
が
っ
て
も
年

金
受
給
額
は
1.1
％
し
か
増
え
ず
、

年
金
の
実
質
的
な
価
値
は
目
減
り

し
ま
す
。
年
金
生
活
者
に
と
っ
て

は
「
ア
ベ
ノ
リ
ス
ク
」
で
す
。（
柳
）

鈴
木
寛
参
議
員
（
民
主
党
・
東
京
選
出
）、

吉
田
忠
智
参
議
員
（
社
民
党
・
自
治
労

大
分
出
身
）
が
都
退
協
の
国
会
窓
口
に

　

４
月
12
日
、
衆
院
議
員
会
館
で

東
京
都
退
職
者
協
議
会
（
都
退
協
）

主
催
の
「
民
主
党
・
社
民
党
の
政

策
を
聞
き
励
ま
す
院
内
集
会
」
が

開
か
れ
、
庄
司
事
務
局
長
と
戸
枝

会
計
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

都
退
協
は
、
民
主
党
と
社
民
党

を
通
じ
て
国
会
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
昨
年
末
の
総
選
挙
で
各

党
の
窓
口
議
員
が
落
選
ま
た
は
党

離
脱
を
し
た
た
め
、
窓
口
議
員
が

い
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

党
側
と
調
整
し
た
結
果
、
民
主

党
は
東
京
選
出
の
鈴
木
寛
参
議
員
、

民
主
党
は
自
治
労
大
分
出
身
の
吉

田
忠
智
参
議
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
窓
口
議
員
が
決

ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
参
院
選
へ

向
け
た
課
題
を
確
認
す
る
場
と
し

て「
院
内
集
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

民
主
党
は
江
崎
孝
参
議
員
（
自

治
労
推
薦
）
が
講
演
し
、
鈴
木
参

議
員
が
挨
拶
。
社
民
党
は
吉
田
参

議
員
が
講
演
し
、
福
島
党
首
が
挨

拶
し
ま
し
た
。
江
崎
議
員
は
、「
自

殺
者
数
減
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
成
果
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
の
政
策
は
社
会
不
安
解
消
に
役

立
っ
た
」
こ
と
を
強
調
し
、
吉
田

議
員
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
特

に
問
題
な
の
は
雇
用
の
規
制
緩
和
、

首
切
り
自
由
に
な
る
。
参
議
院
選

は
憲
法
96
条
改
正
が
争
点
。
何
と

し
て
も
改
憲
勢
力
を
伸
長
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

鈴木参議院議員
（民主党）
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送
別
会
。
北
條
会
長
以
下
７
名
参
加
。

会
の
様
子
は
４
月
号
の
記
事
参
照
。　

▼
３
月
19
日
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

廃
止
・
社
会
保
障
制
度
充
実
・
参
議
院

選
勝
利
を
目
指
し
、
退
職
者
連
合
が
衆

院
議
員
会
館
で
院
内
集
会
。
庄
司
事
務

局
長
と
小
林
事
務
局
次
長
が
参
加
。
集

会
の
模
様
は
４
月
号
の
記
事
参
照
。　

▼
３
月
23
日
、
福
島
市
の
あ
づ
ま
総

合
体
育
館
で
「
原
発
の
な
い
福
島
を
！

県
民
大
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
戸
枝
会

計
が
参
加
。
市
民
団
体
枠
で
参
加
し

退職者会
活動日誌

た
会
員
も
数
名
。
集
会
の
雰
囲
気
は

４
月
号
の
記
事
参
照
。　

▼
４
月
３

日
に
予
定
し
て
い
た
お
花
見
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
雨
天
の
た
め
実
施
を
断
念
。

代
替
行
事
を
ど
う
す
る
か
、
企
画
部

会
で
検
討
し
ま
す
。　

▼
４
月
12
日
、

参
院
議
員
会
館
で
東
京
都
退
職
者
協

議
会
が
「
民
主
党
・
社
民
党
に
政
策

を
聞
き
励
ま
す
院
内
集
会
」。
庄
司
事

務
局
長
と
戸
枝
会
計
が
参
加
。
集
会

の
模
様
は
別
記
報
告
の
と
お
り
。　

▼
４
月
17
日
、
幹
事
会
前
に
第
13
回

三
役
会
。　

▼
同
日
、第
６
回
幹
事
会
。

総
会
議
案
や
会
員
拡
大
対
策
等
を
検

討
。
幹
事
12
名
参
加
。　

▼
事
務
局
会

議
・
事
務
業
務
は
７
回
。
主
な
課
題
は
、

当
面
の
行
動
企
画
、
総
会
・
メ
ー
デ
ー

準
備
、
定
例
連
絡
発
送
の
取
組
み
。　

▼
そ
の
他
、
自
治
退
都
本
部
常
任
行

動
と
し
て
、
庄
司
事
務
局
長
が
都
本

部
常
任
幹
事
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

＊
３
月
15
日
の
第
12
回

三
役
会
以
降
４
月
17
日

の
第
６
回
幹
事
会
ま
で

▼
３
月
15
日
、
三
役
会

終
了
後
第
４
回
旅
行
部

会
（
拡
大
）。
親
睦
旅

行
の
概
要
案
を
決
定
。

▼
３
月
15
日
、
清
掃
会

館
で
東
京
清
掃
退
職
者

給
与
臨
時
削
減
阻
止
へ

学
習
決
起
集
会
で
意
思
統
一

時
削
減
の
地
方
公
務
員
へ
の
波
及
阻
止
へ
向

け
て
意
思
統
一
を
図
る
た
め
、
４
月
21
日
に

学
習
決
起
集
会
を
開
催
。「
現
・
退
」
一
致
の

立
場
か
ら
退
職
者
会
も
激
励
し
ま
し
た
。

　

区
長
会
は
「
現
時
点
で
（
給
与
臨
時
削
減

の
）
検
討
に
着
手
す
る
状
況
に
な
い
」
と
の

考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
千
葉
県
等
実

施
方
向
を
示
す
自
治
体
も
出
て
き
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。
ガ
ン
バ
レ
！

憲法集会
憲
法
96
条
改
正
を

絶
対
に
許
さ
な
い

年
末
の
衆
院
選
挙
の
結
果
、
自
民

等
改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
を
超
え
、

安
倍
首
相
が
「
憲
法
96
条
改
正
を

参
院
選
の
焦
点
に
」
と
発
言
し
た

こ
と
に
よ
り
、
各
地
で
行
わ
れ
た

憲
法
集
会
は
熱
が
こ
も
り
ま
し
た
。

　

日
比
谷
公
会
堂
で
護
憲
８
団
体

に
よ
る
「
５
・
３
憲
法
集
会
」
が
開

か
れ
、
銀
座
デ
モ
で
改
憲
阻
止
を

訴
え
ま
し
た
。
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

主
催
の
「
憲
法
記
念
日
集
会
」
は

例
年
同
様
日
本
教
育
会
館
で
開
か

れ
、
自
治
労
を
は
じ
め
多
く
の
労

組
員
・
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

憲
法
96
条
改
定
の
政
治
的
狙
い

は
、
改
憲
派
最
大
の
目
標
で
あ
る

憲
法
９
条
を
改
定
し
、
国
防
軍
・

集
団
的
自
衛
権
、
基
本
的
人
権
の

づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

改
定
の
要
件
も
、
時
の
権
力
者
の

都
合
の
良
い
よ
う
に
改
定
す
る
こ

と
が 
難
し
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
は
他
国
と
比
較
し
て
改

憲
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
の

は
、
全
く
の
ウ
ソ
で
す
。
ほ
と
ん

ど
の
国
が
簡
単
に
改
正
で
き
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

改
憲
論
者
の
小
林
節
慶
応
大
教

授
で
さ
え
、「
96
条
を
改
正
し
憲
法

改
正
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と

は
、
憲
法
を
憲
法
で
無
く
し
て
し

ま
う
問
題
だ
。
法
律
よ
り
も
厳
格

な
手
続
き
が
あ
る
か
ら
こ
そ
憲
法

だ
。」
と
自
民
党
を
た
し
な
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
憲
法
の
常
識
で
す
。

　

改
憲
を
狙
う
安
倍
自
民
党
の
野

望
を
阻
止
す
る
た
め
、
憲
法
の
意

義
を
ま
わ
り
に
ひ
ろ
め
ま
し
ょ
う
。

　

憲
法
記
念
日

の
５
月
３
日
、
昨

制
約
・
戒
厳
令
制
定
に
向
け

て
、
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

憲
法
は
、「
主
権
者
で
あ

る
国
民
が
国
家
権
力
を
抑
制

す
る
と
い
う
考
え
方
」
に
基

激励する庄司事務局長

　

東
京
清
掃

は
、
国
家
公

務
員
の
平
均

7.8
％
給
与
臨
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４
月
27
日
、
連
合
の
中
央
メ
ー

デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
公

労
は
明
治
公
園
で
事
前
集
会
を
も

ち
メ
ー
デ
ー
会
場
の
代
々
木
公
園

ま
で
デ
モ
。
式
典
で
古
賀
連
合
会

長
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
厳
し

く
批
判
。
退
職
者
会
は
７
名
参
加
。

　

日
比
谷
メ
ー
デ
ー
は
５
月
１
日
、

生
活
と
権
利
・
平
和
と
民
主
主
義

を
守
る
こ
と
、
東
日
本
大
震
災
被

災
者
に
連
帯
、
全
原
発
即
時
停
止
・

廃
炉
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
！

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
。
東
京
清

掃
は
例
年
同
様
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

中
心
に
取
組
み
ま
し
た
。
退
職
者

会
は
過
去
最
大
の
21
名
参
加
。
東

京
清
掃
本
部
・
女
性
部
・
青
年
部

と
同
じ
梯
団
で
隊
列
を
組
み
、「
退

職
者
会
旗
」
の
下
、
元
気
に
鍛
冶

橋
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

日比谷
メーデー

中　央
メーデー

☜ひるがえる

退職者会旗

日比谷メーデー

中央メーデー


